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子
ど
も
と
過
ご
す
時
間
も
、作
物
の
成
長
も
、

山
川
で
育
む
宝
物

山川地区 舩迫 宝積さん（42歳）とお子さんたち
ふなさこ たかもり



農
家
に
訊
く

Ｑ
１
．
農
家
を
始
め
た
き
っ
か
け
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

Ａ
１
．
も
と
も
と
自
然
豊
か
な
場
所
で
子

育
て
が
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
妻
の
実

家
が
農
家
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
挑
戦
し
た
い

と
思
い
、
２
０
１
７
年
の
８
月
に
就
農
し
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
農
業
と
は
別
の
業
種
に
就
い
て

お
り
、
未
経
験
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
覚

え
る
こ
と
も
多
く
、
義
父
に
教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
、
畑
の
管
理
状
況
や
作
物
の
成
長
を
自
分

の
目
で
確
か
め
て
覚
え
て
い
き
ま
し
た
。

Ｑ
２
．
普
段
の
仕
事
の
流
れ
や
作
業
内

容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Ａ
２
．
こ
の
時
期
で
す
と
、
豆
類
の
収
穫
作

業
が
メ
イ
ン
で
す
。
同
時
に
春
カ
ボ
チ
ャ
栽
培

の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
作
業
は
主
に
私
と
義

父
、
義
母
、
妻
の
４
人
で
し
て
い
ま
す
。
時
々

祖
母
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
収
穫

シ
ー
ズ
ン
な
ど
人
手
が
必
要
に
な
る
時
は
さ
ら

に
お
手
伝
い
を
４
人
ほ
ど
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
３
．
農
業
に
お
い
て
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Ａ
３
．
天
気
や
作
物
の
状
態
を
見
な
が
ら
殺

菌
や
防
虫
の
薬
を
か
け
る
こ
と
、
豆
類
の
収
穫

時
に
適
し
た
サ
イ
ズ
の
さ
や
を
見
逃
さ
な
い
よ
う

に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
特
に
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド

ウ
は
葉
が
多
く
、
さ
や
が
隠
れ
や
す
い
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

　

ほ
か
に
も
、
カ
ボ
チ
ャ
は
管
理
作
業
を
重
視

し
、
雨
が
降
ら
な
い
場
合
は
潅
水
資
材
で
水
や

り
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
４
．
未
経
験
か
ら
の
就
農
と
の
こ
と

で
し
た
が
、
栽
培
技
術
は
ど
う

や
っ
て
学
ん
で
い
ま
す
か
？

Ａ
４
．
栽
培
技
術
は
義
父
か
ら
教
わ
り
ま
し

た
。
全
く
の
未
経
験
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
、
最
初

の
1
～
2
年
は
段
取
り
を
覚
え
る
の
に
必
死
で

し
た
。
作
物
の
成
長
に
伴
い
、
病
気
が
発
生
し

た
時
の
対
策
や
判
断
が
特
に
難
し
く
感
じ
ま
し

た
。
毎
年
状
況
が
変
わ
る
た
め
、
分
か
ら
な
い

所
は
義
父
に
聞
き
な
が
ら
、
そ
の
年
の
特
徴
や

症
状
、
薬
剤
散
布
の
時
期
を
見
極
め
て
い
ま
す
。

天
候
も
年
々
変
化
し
て
い
る
の
で
、
良
い
作
物
を

作
れ
る
よ
う
日
々
勉
強
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
５
．
農
業
を
営
む
中
で
大
変
だ
っ
た

経
験
な
ど
あ
り
ま
し
た
か
？

Ａ
５
．
一
番
大
変
だ
っ
た
の
は
、
昨
年
の
線

状
降
水
帯
に
よ
る
大
雨
で
畑
が
冠
水
し
、
ち
ょ

う
ど
収
穫
時
期
だ
っ
た
カ
ボ
チ
ャ
が
水
に
浸

か
っ
て
腐
っ
て
し
ま
い
、
収
穫
で
き
な
か
っ
た

こ
と
で
す
。
天
候
に
よ
る
被
害
は
対
策
が
難
し

い
と
痛
感
し
ま
し
た
。

Ｑ
６
．
農
家
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
思

う
こ
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
６
．
子
ど
も
た
ち
と
過
ご
す
時
間
が
増
え
た

こ
と
で
す
。
鹿
児
島
市
に
住
ん
で
い
た
頃
よ
り

も
一
緒
に
過
ご
す
時
間
が
増
え
、
成
長
を
間
近

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト

や
行
事
に
も
参
加
で
き
、
時
間
に
融
通
が
利
く

の
が
魅
力
で
す
。

　

農
業
と
い
う
仕
事
で
は
、
人
間
と
一
緒
で
、

手
を
か
け
た
分
だ
け
成
長
し
、
良
い
も
の
が
で

き
る
の
が
面
白
い
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
消
防

団
に
8
年
所
属
し
、
地
域
の
つ
な
が
り
で
大
切

な
仲
間
が
増
え
、
さ
ら
に
友
人
の
輪
も
広
が
り

ま
し
た
。

Ｑ
７
．
今
後
の
抱
負
が
あ
り
ま
し
た
ら

教
え
て
く
だ
さ
い

Ａ
７
．
こ
れ
ま
で
教
わ
っ
た
こ
と
を
生
か
し
、

山
川
で
よ
り
良
い
作
物
づ
く
り
や
地
域
の
防
災

活
動
に
つ
と
め
、
地
域
貢
献
を
め
ざ
し
て
い
き

た
い
で
す
。

山川地区

舩
ふなさこ

迫　宝
たかもり

積さん（42歳）

プロフィール― ―――――――――――――

鹿児島市出身。高校卒業後、専門学校を経
て就職し、農業とは別業種に約１２年就いた
のち、2017年8月に指宿市山川で就農。現在
は妻と義父、義母、義祖母とともに山川で春
カボチャ3ヘクタール、秋カボチャ1ヘクター
ルが、スナップエンドウ1.2ヘクタール、実エン
ドウ（まめこぞう）0.3ヘクタールを栽培してい
る。

ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
を
収
穫
す
る
舩
迫
さ
ん
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Ｊ
Ａ
は
１
月
24
日
、
指
宿
市
開
聞
の
指
宿
中
央
家
畜

市
場
で
令
和
８
年
の
子
牛
初
セ
リ
市
を
開
き
ま
し
た
。Ｊ

Ａ
肉
用
牛
部
会
協
議
会
生
産
部
会
を
代
表
し
て
、
岡
元

宏
栄
会
長
が
初
セ
リ
の
開
催
を
祝
い
献
杯
し
ま
し
た
。

　
去
勢
牛
１
２
８
頭
、
雌
94
頭
の
全
２
２
２
頭
が
出
場
し
ま
し
た
。
セ

リ
価
格
（
税
込
み
）
は
去
勢
平
均
85
万
２
１
３
６
円
、
雌
平
均
72
万

１
９
６
３
円
で
総
平
均
79
万
６
７
６
９
円
と
な
り
、
前
回
比
で
１０
万
５

６
３
６
円
高
と
な
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
中
川
路
常
務
は
「
畜
産
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
や
、

病
気
の
リ
ス
ク
が
高
い
状
況
が
続
く
が
、
こ
れ
か
ら
も
商
品
性
の
高
い

子
牛
育
成
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

子
牛
初
せ
り
開
催
！

初
せ
り
の
様
子

初せりを祝い献杯のあいさつをする岡元会長

挨
拶
す
る
中
川
路
常
務

ＪＡは１月２８日、鹿児島市のサンロイヤルホテルで荒茶共販額１００億円突破記念祝賀会を開
きました。管内の茶生産者や関係機関及び県内茶商、ＪＡ役職員含め約120人が参加しまし
た。長年の功績を称え、特別功労者として下窪和幸さんを表彰しました。また、ＪＡの山口茶業
センター長がＪＡの荒茶共販事業と経過報告がありました。
ＪＡの中川路常務はあいさつで「荒茶共販事業が年間取扱高112億円を達成できたのは、生
産者のたゆまぬ努力と関係者のご支援の賜物。今後も高品
質な茶づくりと地域発展に一丸となって取り組みたい。」と
話しました。

ＪＡは１月２８日、鹿児島市のサンロイヤルホテルで荒茶共販額１００億円突破記念祝賀会を開
きました。管内の茶生産者や関係機関及び県内茶商、ＪＡ役職員含め約120人が参加しまし
た。長年の功績を称え、特別功労者として下窪和幸さんを表彰しました。また、ＪＡの山口茶業
センター長がＪＡの荒茶共販事業と経過報告がありました。
ＪＡの中川路常務はあいさつで「荒茶共販事業が年間取扱高112億円を達成できたのは、生
産者のたゆまぬ努力と関係者のご支援の賜物。今後も高品
質な茶づくりと地域発展に一丸となって取り組みたい。」と
話しました。

特別功労者表彰を
受ける下窪さん

ＭＢＣタレントの
竹之内雄太氏による
記念講演

あいさつする中川路常務

荒茶共販額１００億円突破！・記念祝賀会開く
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ＪＡ女性部
JA WOMEN'S CLUB

Ｊ
Ａ
女
性
部
は
２
月

10
日
、
鹿
児
島
市
役
所

喜
入
支
所
で
女
性
大
学

閉
校
式
を
行
い
ま
し
た
。

同
部
員
や
Ｊ
Ａ
役
職
員

含
め
約
20
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

令
和
７
年
度
女
性
大

学
は
５
月
の
開
校
式
か

ら
、
計
６
回
の
講
義
を

開
き
ま
し
た
。
歴
史
や

体
験
学
習
で
地
域
を
学

び
、
地
域
住
民
で
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
目
的

で
す
。

講
師
に
長
友
ゆ
か
り

氏
を
招
き
、「
感
動
の
野

菜
料
理
特
集
」
を
テ
ー

マ
に
８
品
を
調
理
し
ま

し
た
。

女
性
大
学
閉
校
式
開
く

感
動
の
野
菜
料
理
特
集
を
テ
ー
マ
に
調
理
！

８品を調理しました

今回は給食で提供！松原田大根改め「開聞岳大根」
指宿市立開聞小学校４年生１１人は総合的な学習で１年を通して伝

統野菜「開聞岳大根（松原田大根）」を栽培し学んでいます。「開聞岳
大根」の名称は同校４年生の児童が話し合って決めました。
開聞岳大根は古くから開聞地区の松原田集落で栽培され、大きい

ものは１つ２０ｋｇまで成長する大根です。同校では２年前から栽培して
きました。昨年９月に種をまき、１月２６日、児童達で収穫しました。
また、令和７年度は収穫した開聞岳大根を初めて給食に提供しまし

た。２月４日、児童が収穫した大根約２０ｋｇを指宿市学校給食センター
に贈呈し、２月６日に山川・開聞地区の小中学校５校で「開聞岳大根の
みそ汁」として提供されました。
児童は「大根が口の中でとろけておいしかった。」、「家でもみそ汁

にして食べたい。」とそれぞれ話しました。

指宿市立開聞小学校４年生１１人は総合的な学習で１年を通して伝
統野菜「開聞岳大根（松原田大根）」を栽培し学んでいます。「開聞岳
大根」の名称は同校４年生の児童が話し合って決めました。
開聞岳大根は古くから開聞地区の松原田集落で栽培され、大きい

ものは１つ２０ｋｇまで成長する大根です。同校では２年前から栽培して
きました。昨年９月に種をまき、１月２６日、児童達で収穫しました。
また、令和７年度は収穫した開聞岳大根を初めて給食に提供しまし

た。２月４日、児童が収穫した大根約２０ｋｇを指宿市学校給食センター
に贈呈し、２月６日に山川・開聞地区の小中学校５校で「開聞岳大根の
みそ汁」として提供されました。
児童は「大根が口の中でとろけておいしかった。」、「家でもみそ汁

にして食べたい。」とそれぞれ話しました。

小学生が育てた大根を
給食に使用しました！

収
穫
！

給食に
　なりました！

いただきます！給食センターに贈呈！
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IBUSUKI NEWSIBUSUKI NEWS

な
の
は
な
マ
ラ
ソ
ン
で

Ｊ
Ａ
産
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ

Ａ
は
１
月
11
日
、
指
宿
市
で
開
か
れ
た

「
第
43
回
い
ぶ
す
き
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
」

に
参
加
し
、
ラ
ン
ナ
ー
や
来
場
者
に
特
産
品
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
地
点
の
指
宿
市
陸
上

競
技
場
内
に
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
ス
ナ
ッ
プ
エ

ン
ド
ウ
や
実
エ
ン
ド
ウ
を
販
売
し
た
ほ
か
、
ソ

ラ
マ
メ
と
サ
ツ
マ
イ
モ
の
詰
め
放
題
コ
ー
ナ
ー

に
は
多
く
の
来
場
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
競
技
場
で
南
九
州
市
茶
業
振
興
会

頴
娃
支
部
青
年
部
が
知
覧
茶
を
試
飲
販
売
し
、

特
産
品
の
魅
力
を
県
内
外
か
ら
の
来
場
者
に
伝

え
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
１
万
人
を
超
え
る
ラ
ン
ナ
ー
が
県

内
外
か
ら
訪
れ
、
南
九
州
地
区
の
文
化
や
名
所
、

特
産
品
に
親
し
み
ま
し
た
。

Jソ
ラ
マ
メ
詰
め
放
題
に
参
加
す
る
来
場
者
ら

米
栽
培
講
習
会
を
開
く

喜
入
地
区

Ａ
は
１
月
20
日
、
鹿
児
島
市
喜
入
の
マ
リ
ン
ピ
ア

喜
入
八
幡
温
泉
保
養
館
会
議
室
で
喜
入
地
区
水
稲

栽
培
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
同
地
区
の
生
産
者
や
南
薩

地
域
振
興
局
、
Ｊ
Ａ
職
員
含
む
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

生
産
者
か
ら
ど
う
し
た
ら
食
味
の
良
い
米
づ
く
り
が
で
き

る
か
、
収
量
を
上
げ
る
方
法
を
知
り
た
い
な
ど
の
問
い
合

わ
せ
か
ら
、
Ｊ
Ａ
と
行
政
が
協
力
し
初
め
て
開
催
し
ま
し

た
。
令
和
８
年
度
産
水
稲
栽
培
に
向
け
、
令
和
７
年
度
の

課
題
を
も
と
に
高
温
や
害
虫
対
策
な
ど
を
解
説
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
の
前
田
部
次
長
は
「
７
年
度
産

水
稲
は
大
雨
の
影
響
で
紋
枯
れ
病
が
多
く
発
生
し
た
。
８

年
度
産
水
稲
の
収
量
が
上
が
る
よ
う
、
土
づ
く
り
と
適
切

な
防
除
に
努
め
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

J米
栽
培
を
解
説
す
る
前
田
部
次
長

部
会
活
動
の
充
実
へ
・
Ｊ
Ａ
山
川

青
年
部
バ
レ
イ
シ
ョ
を
植
付
け

Ａ
青
年
部
山
川
支
部
は
１
月
15
日
、
指

宿
市
山
川
の
畑
に
春
バ
レ
イ
シ
ョ
を
植

付
け
ま
し
た
。
同
支
部
員
や
Ｊ
Ａ
職
員
な
ど
13

人
が
手
作
業
で
、
種
イ
モ
を
植
え
ま
し
た
。
令

和
８
年
度
は
約
30
ア
ー
ル
の
畑
か
ら
、
約
８
ト

ン
の
収
穫
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

同
青
年
部
の
春
バ
レ
イ
シ
ョ
植
付
け
は
、
今

年
で
10
年
目
に
な
り
ま
す
。
堆
肥
散
布
や
耕
う

ん
、
マ
ル
チ
張
り
等
の
作
業
は
部
員
同
士
で
分

担
し
て
い
ま
す
。
収
穫
は
５
月
上
旬
を
予
定
し
、

売
り
上
げ
は
県
Ｊ
Ａ
青
年
大
会
や
同
地
区
の
研

修
会
費
な
ど
、
青
年
部
の
活
動
資
金
に
充
て
る

計
画
で
す
。

J植
付
を
す
る
打
越
副
部
長（
右
）
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市
場
関
係
者
に
売
り
込
み

春
の
観
葉
フ
ェ
ア

Ａ
観
葉
植
物
部
会
は
２
月
10
日
と
11
日
の
２
日
間
、

指
宿
市
の
Ｊ
Ａ
観
葉
セ
ン
タ
ー
で
春
の
観
葉
フ
ェ

ア
を
開
き
ま
し
た
。
部
会
員
や
Ｊ
Ａ
役
職
員
、
市
場
関
係

者
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
内
に
は
同

部
会
委
員
が
ブ
ー
ス
を
28
カ
所
設
置
し
、
市
場
関
係
者
と

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
な
ど
の
情
報
交
換
や
、
商
談
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
11
日
に
は
部
会
員
の
ほ
場
で
実
際
に
商
品

を
み
な
が
ら
商
談
を
行
う
な
ど
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ

た
市
場
関
係
者
へ
指
宿
の
観
葉
植
物
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

部
会
で
は
年
２
回
、
春
と
秋
に
フ
ェ
ア
を
開
い
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
観
葉
植
物
部
会
は
令
和
８
年
度
の
出
荷
額
約
10
億
５

千
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
観
葉
植
物
部
会
の
柚
木
﨑
健
史
部
会
長
は
「
生
産

コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
な
ど
厳
し
い
状
況
だ
が
、
生
産
現
場

も
Ｄ
Ｘ
化
に
取
組
む
な
ど
効
率
化
に
努
め
、
よ
り
よ
い
品

質
の
植
物
を
消
費
者
に
届
け
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。 J観

葉
植
物
を
説
明
し
な
が
ら
商
談
す
る
生
産
者（
左
）と

取
引
先
関
係
者

か
ぼ
ち
ゃ
栽
培
準
備
ス
タ
ー
ト

Ａ
山
川
広
域
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
は
、
南
瓜
苗
の
育

苗
が
行
っ
て
い
ま
す
。
各
地
区
生
産
者
か
ら
苗
の

注
文
数
を
集
計
し
、
生
産
者
に
引
き
渡
す
ま
で
大
切
に
育

苗
し
て
い
ま
す
。
２
月
中
旬
か
ら
苗
配
布
が
始
ま
り
、
主

に
植
付
は
２
月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬
に
行
い
ま
し
た
。
同

セ
ン
タ
ー
で
は
令
和
8
年
度
生
産
分
の
カ
ボ
チ
ャ
苗
を
約

22
万
本
育
苗
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
農
産
課
の
迫
田
新
之
助
営
農

指
導
員
は
「
こ
の
時
期
の
育
苗
は
寒
暖
差
な
ど
の
気
温
の

変
化
が
激
し
い
た
め
担
当
職
員
も
注
意
し
て
業
務
に
努
め

て
い
る
。
生
産
者
に
良
い
苗
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

J

女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に
「
輝
か

し
い
未
来
」
オ
ー
ガ
ス
タ
を
寄
贈
・

い
ぶ
す
き
観
葉
植
物
部
会

Ａ
観
葉
植
物
部
会
は
１
月
26
日
、
い
ぶ
す
き
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
で
開
か
れ
た
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
レ

ジ
ー
ナ
の
激
励
式
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
部
会
の
川
上
健
一
郎
副
部
会
長
が
、
花
言
葉
「
輝
か
し

い
未
来
」
の
意
味
を
持
つ
観
葉
植
物
「
オ
ー
ガ
ス
タ
」
を
贈

呈
し
、
市
瀬
千
里
選
手
が
受
け
取
り
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
は

１
月
26
日
か
ら
31
日
ま
で
の
６
日
間
、
指
宿
市
内
の
宿
泊

施
設
に
滞
在
し
ま
し
た
。

　

同
チ
ー
ム
は
、
株
式
会
社
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
が
運
営
す

る
女
子
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
す
。
令
和
７
年
11
月
か
ら

開
催
さ
れ
た
、
全
国
の
女
子
チ
ー
ム
が
日
本
一
を
目
指
す
大

会
「
皇
后
杯
」
で
優
勝
す
る
な
ど
活
躍
を
み
せ
て
い
ま
す
。

同
チ
ー
ム
の
小
川
愛
選
手
が
代
表
し
て
「
今
年
の
７
月
に
続

き
２
回
目
の
キ
ャ
ン
プ
が
で
き
素
晴
ら
し
い
歓
迎
を
受
け
た
。

皇
后
杯
優
勝
と
い
う
良
い
ニ
ュ
ー
ス
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
う

れ
し
く
思
う
。
来
シ
ー
ズ
ン
も
よ
り
上
位
に
食
い
込
め
る
よ

う
頑
張
り
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

J観
葉
植
物「
オ
ー
ガ
ス
タ
」を
受
け
取
っ
た
市
瀬
選
手（
左
）と

贈
呈
し
た
川
上
副
部
会
長（
右
）

カ
ボ
チ
ャ
苗
の
理
作
業
を
す
る
職
員
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ＪＡいぶすき管内では２月８日の大寒波の影響で、露地
栽培のソラマメやエンドウ類が大きな被害を受けています。
管内ほぼ全域で凍傷被害が発生し、莢のひび割れや変色、
中身の煮えなどの症状が確認されました。
２月 11 日、ＪＡ山川そらまめ部会が小川集荷場で緊急の

目揃え会を開催し、同部会員やＪＡ職員含む約 100 人が参加しました。ＪＡ担当者が被害を
受けた豆類の状態や今後の病害対策、出荷可能な規格について説明しました。
また、鹿児島市のおいどん市場与次郎店で「そらまめ生産者応援セール」を開きました。セー

ルは 17 日から 22 日の６日間開き、店頭で１袋１ｋｇの規格で販売しました。寒害に負け
ず収穫されたそらまめを積極的に消費者へ届けることで、生産者の経営を下支えし、産地の
活力維持につなげることが目的です。
ＪＡ中央ブロック本部農産課の原口誠也職員は「今回の寒害

で多くの生産者が収穫など厳しい状況になった。応援セールを通
して、生産者の思いが消費者の皆さまに届くことが何よりの励み
になると思う。引き続き、産地を守る取り組みを進めていきたい。」
と話しました。

大寒波で豆類出荷に影響
セールで生産者応援

生産者応援セールの様子

緊急目揃え会で生産者に出荷規格を説明する営農指導員（右）
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山川高校ニュース
の更なる魅力を発信するため、山川高校の生徒さんの活動を紹介いたします！

　１月２３日、園芸工学・農業経済科３年生が科目「課題研究」で取り組んできた研究成果
を発表しました。本授業では、生徒自身がテーマや仮説を設定し、栽培・観察・記録などの
実践的な研究活動を進め、得られた結果を分析してまとめるまでを一貫して学びます。
　今回は、生活情報科と会場を分け、オンラインを活用して互いの発表を視聴し合う形式を
取り入れました。他学科の研究内容に触れることで、新たな視点や刺激を得る機会となり、
同級生の努力や成果を知る良い時間となりました。また、１・２年生にとっては、来年度以降
の課題研究に向けてテーマ選びや取り組み方を具体的にイメージできる貴重な学びの場と
なりました。
　なお、園芸工学・農業経済科の主な研究テーマは次のとおりです。

課題研究発表会を行いました。

　１月１５日、園芸工学・農業経済科３年生が農業科目「地域資源活用」の学習とし
て、池田湖東側に位置する尾下棚田で保全活動を行いました。当日は、指宿市地域お
こし協力隊の小柗正樹さんにも協力してもらいました。
　活動の前半では、長年利用されていなかった棚田の草刈りを行い、生徒たちは、授
業で身につけた草払機の操作技術を活かし、長く伸びた草を刈り取って集めまし
た。実際に作業した生徒たちは、棚田の整備には想像以上の時間が必要であること
を実感していました。
　後半では、小柗さんからホタルの生態や保全・再生に向けた取組に
ついて説明を受けた後、ホタルの幼虫の餌となるカワニナの放流を
行いました。生徒たちは、１～２年後に尾下棚田でホタルが舞う光景
が見られることを願いながら放流しました。

尾下棚田で環境保全活動を行いました。

　２月１日、園芸工学・農業経済科１年生が、指宿市鰻地区で開催された「うなぎ地獄まつ
り」に参加し、野菜販売とスタンプラリーの補助を担当しました。
　野菜販売では、生徒たちが土づくりから収穫まで手がけた野菜を持ち寄り、準備や調製
を行って販売に臨みました。来場者との会話の中では、品種の特徴や調理方法について
質問される場面も多く、もっと知識を深めたいという意欲につながりました。また、スタンプラ
リーの補助では、チェックポイント「地獄１丁目」で、じゃんけんの勝敗に応じてスタンプを押
す役割を担当しました。
　生徒たちは、幼児から高齢の方まで幅広い年代の参加者と接する中で、コミュニケー
ションの大切さを実感する良い経験となりました。地域の方 と々交流しながら学びを深め
た、生徒たちにとって貴重な一日となりました。

今後の予定
 2日月  卒業式
 4日水 ～５日木 学力検査
 17日火  かご専しごとフェア（１年生：城山ホテル）
 18日水  進路ガイダンス（２年生：開聞総合体育館）
 25日水  修了式・離任式

３
月

 7日火  新任式、始業式
 8日水  入学式
 9日木  対面式、新入生オリエンテーション、部活動紹介
 13日月 ～１7日金 教育相談
 20日月 ～28日火 三者面談

4
月

野菜班ナス栽培の発表の様子

「うなぎ地獄まつり」に参加しました。

部門 主な発表テーマ
野　菜 ナス一株から 300果収穫を目指す高収量栽培の研究
草　花 観葉植物の増殖及びマリーゴールド等を利用した校門前花壇作りの研究
食品製造 産業現場実習に取り組んで～母校旧山川小学校を偲ぶ旅～

棚田の草刈り・整備の様子

活動後の集合写真 カワニナの放流の様子

スタンプラリー補助の様子

野
菜
販
売
の
様
子

　ＪＡいぶすきは１月１６日、ＪＡ管内施設や
ほ場で「マスコミ研究会」を開きました。マ
スコミやＪＡ関係者ら約３０人が参加しまし
た。冬の主要品目であるスナップエンドウや
指宿の温泉資源を利用した観葉植物、干し大
根やぐらのほ場をそれぞれ見学やお茶入れ体験教室を開きました。
　同研究会は地域農業や農畜産物のＰＲに向けて、報道機関や広告代理店との連携強化や地
域貢献活動に取り組むＪＡへの理解促進が目的です。広報担当課長がＪＡ事業概
要を説明しました。参加したマスコミ関係者から事業内容の質問に担当部署長が
対応するなど、活発な意見交換が行われました。

マスコミ農業農村研究会

干し大根やぐらを見学スナップエンドウほ場見学 観葉植物ほ場見学の様子
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\ 始まっています / みんながトクする
今なら切替月から

電気料金を

最大 3000円
値引き！

料金をお安くするために、ＪＡグループが取り扱う電気メニューです。

組合員のみなさまが日々ご利用されている電気の

簡 単

安定した電力供給

ＪＡでんきになっても
電気をお届けする仕組みは

これまでと同じです
今まで通り

安心してご利用いただけます

地域の送電線 ご家庭

切替カンタン！ まずは電力診断！

お申込み ご利用開始日の
案内メール

でんきの
供給開始

現在の電力会社への解約も
でんきが行います！

お客様は申込書の記入と
検針票の準備のみで ！

年 月時点、代表的なご家庭
（ 人家族、 、 月）における試算

他電力会社と比べても
年間で 千円～ 万円ほど
電気代の削減が見込めます

※一部プランを除く

安 い安 心
●検針票が確認できない
●詳しく聞きたい
●料金試算をしたい

☎0993-22-3220
JAいぶすき ガスセンター
〒891-0405
指宿市湊２丁目１番37号
お気軽にお問合せ下さい！

ご相談はこちらまで

期
間
中
の

電
気
柵
本
体
購
入
で

特
典
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

ＪＡいぶすき  本所  購買課　☎0993-35-3415
詳しいお問い合わせは　

J
A
特
価
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
!!

※

但
し
数
に
は
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。

JA MAGAZINE NANOHANA
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理
事
会
だ
よ
り

臨
時
理
事
会
だ
よ
り

臨
時
総
代
会
だ
よ
り

スマホから応募もできます！
QRコードをスキャンしてご参加ください！

（　　　　　  　　　）

指宿市山川成川3830

6150198

郵  便  は  が  き

いぶすき農業協同組合
管理部　人事企画課  行

   

〒

電話番号 －　　　　－

85円切手を貼って
郵送するか、切手
を貼らずにＪＡの各
支 所 窓 口 へ
ご持参ください。

住

　所

氏
名

ペンネーム

（　 　　歳）

●プレゼントクイズの答え

正解は、

●おたよりコーナー
今月号で印象に残った内容など、広報誌へのご感想をお聞かせくだ
さい。また、JA事業へのご意見などございましたらお書きください。

おたよりだけでもぜひお送りください。お待ちしております。

山

折

り

線

✂ 切 り 取 り 線

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

感
動
の
人
柄
葬
を
真
心
こ
め
て
お
手
伝

い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

●
協
議
内
容

・「（
定
款
附
属
書
）役
員
選
任
規
程
」の
改
正
に
つ
い
て

・
次
期
役
員
改
選
に
係
る
定
款
及
び
規
約
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

・
総
代
欠
員
に
係
る
手
続
き
に
つ
い
て

・
令
和
８
年
度
内
部
監
査
実
施
計
画
に
つ
い
て

他

●
報
告
事
項

○
監
事
監
査
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

○
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
に
係
る
監
事
監
査
の
実
施
規
程
の

改
正
に
つ
い
て

○
令
和
７
年
度
（
１
月
末
）
預
託
家
畜
棚
卸
監
査
の
実
施

に
つ
い
て

○
令
和
７
年
度
出
資
金
増
資
運
動
並
び
に
事
前
同
意
運
動

の
実
施
に
つ
い
て

他

●
協
議
内
容

・
学
識
経
験
理
事
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

●
協
議
内
容

・
役
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

●
協
議
内
容

・
第
１
回
臨
時
総
代
会
の
開
催
に
つ
い
て

《
第
１
回
臨
時
総
代
会
議
案
》

・
役
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

●
協
議
内
容

・
参
事
の
解
任
に
つ
い
て

・
役
付
理
事（
信
用
・
共
済
担
当
常
務
）の
確
認
事
項
及
び

選
出
方
法
に
つ
い
て

・
役
付
理
事（
信
用
・
共
済
担
当
常
務
）の
選
任
に
つ
い
て

・
代
表
理
事（
信
用
事
業
）の
選
任
に
つ
い
て

・
各
委
員
の
選
出
に
つ
い
て

令
和
８
年
１
月
27
日
、第
13
回
理
事
会
が
開
催

さ
れ
、次
の
通
り
協
議
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
８
年
１
月
６
日
、第
１
回
臨
時
理
事
会
が
開

催
さ
れ
、次
の
通
り
協
議
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
８
年
１
月
19
日
、第
１
回
臨
時
総
代
会
が
開

催
さ
れ
、次
の
通
り
協
議
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
８
年
１
月
６
日
、第
２
回
臨
時
理
事
会
が
開

催
さ
れ
、次
の
通
り
協
議
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
８
年
１
月
19
日
、第
３
回
臨
時
理
事
会
が
開

催
さ
れ
、次
の
通
り
協
議
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

お
く
や
み（
敬
称
略
）

（
令
和
８
年
１
月
1
日
～
１
月
31
日
）

安
藤
　
喜
代
子

福
岡
　
弘
子

森
滿
　
藤
雄

髙
峯
　
淺
彦

松
下
　
ク
ニ
子

西
　
真
由
子

折
田
　
憲
三
郎

福
留
　
フ
ク
エ

上
敷
領
　
昭
廣

濱
田
　
陽
子

加
治
　
文
德

阿
萬
　
光
夫

水
溜
　
カ
ヨ
子

（（（（（（（（（（（（（

）））））））））））））
90908096996185999093969574

［
指
宿
］

［
山
川
］

［
開
聞
］

（
承
諾
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。）　

お
問
い
合
せ
は・・・

ル
ミ
エ
ー
ル
喜
入
斎
場

（
0
9
9
）3
4
3-

5
0
7
7

ル
ミ
エ
ー
ル
指
宿
斎
場

（
0
9
9
3
）2
4-

5
3
3
2

ル
ミ
エ
ー
ル
山
川
斎
場

（
0
9
9
3
）3
4-

0
2
4
4

ル
ミ
エ
ー
ル
開
聞
斎
場

（
0
9
9
3
）3
2-

4
2
2
2

も
し
も
の
時
は
…

ま
ず
Ｊ
Ａ
葬
祭
ル
ミ
エ
ー
ル
い
ぶ
す
き
へ
お

電
話
く
だ
さ
い
。

年
中
無
休・24
時
間
受
付

く
わ
し
く
は
…

ル
ミ
エ
ー
ル
い
ぶ
す
き
本
部
事
務
所
ま
で
お

電
話
く
だ
さ
い

TEL：０
９
９
３

－

２
４

－

５
３
３
２
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た
く
さ
ん
の
お
た
よ
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

広
報
誌
12
・
１
月
号
の
お
た
よ
り
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
♪

（
頂
い
た
お
た
よ
り
か
ら
一
部
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

■
指
宿
地
区
　
温
泉
つ
か
ろ
う
　
さ
ん

　
先
日
、
開
聞
へ
行
く
途
中
に
山
川
の
大
山
の
畑
で
エ
ン
ド

ウ
豆
が
成
長
し
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。
猛
暑
で
植
え
付
け

の
時
期
を
変
更
し
た
り
、
病
気
の
対
策
な
ど
の
ご
苦
労
が
あ

り
、
青
々
と
成
長
し
て
お
り
、
農
家
の
方
々
の
努
力
が
実
っ

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

★
近
年
は
猛
暑
や
天
候
不
順
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
も
厳

し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
工
夫
を
重
ね
、
丹

精
込
め
て
作
物
を
育
て
て
お
ら
れ
る
農
家
の
皆
さ
ま
の
姿
は
、

私
た
ち
に
大
き
な
力
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
通
勤
の
途

中
で
畑
を
通
り
ま
す
が
、
ど
ん
ど
ん
成
長
す
る
作
物
の
姿
に
私

も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

■
頴
娃
地
区
　
そ
ら
ば
ぁ
ば
　
さ
ん

　
表
紙
の
ポ
ニ
ー
、
か
わ
い
い
で
す
。
午
年
の
2
0
2
6
年
、

農
家
に
と
っ
て
良
い
年
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

★
撮
影
前
は
、
初
め
て
会
う
私
た
ち
に
動
物
た
ち
が
驚
い
た
り
怖

が
っ
た
り
し
な
い
か
と
、
慎
重
に
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
場
に
到
着
す
る
と
、
動
物
た
ち
は
珍
し
そ
う
に
柵

か
ら
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
こ
ち
ら
の
様
子
を
う
か
が
い
、
そ
の
姿
に

少
し
安
心
い
た
し
ま
し
た
。
撮
影
中
も
で
き
る
だ
け
驚
か
せ
な

い
よ
う
、
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
進
め
ま
し
た
が
、
人
懐
っ

こ
い
性
格
な
の
か
、
顔
を
近
づ
け
て
く
る
様
子
が
か
わ
い
ら
し

く
、
心
を
和
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

■
喜
入
地
区
　
ミ
ー
ヤ
ン
　
さ
ん

　
お
疲
れ
様
で
す
！
午
年
生
ま
れ
農
家
さ
ん
の
特
集
を
読
ん

で
、
新
し
い
年
に
な
る
ん
だ
な
と
実
感
し
ま
し
た
。
農
家
さ

ん
は
１
年
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
作
業
を
効
率
よ
く
こ
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。
来
年
も
感
謝
し
な
が

ら
野
菜
や
お
肉
を
い
た
だ
き
、
健
康
に
過
ご
し
た
い
で
す
。

★
年
が
明
け
た
と
思
っ
た
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
一
カ
月
が
過
ぎ
、

時
間
の
流
れ
の
速
さ
に
驚
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
の
手
が
及
ば

な
い
自
然
を
相
手
に
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
先
を
見
越
し
て

計
画
し
、
効
率
も
考
え
な
が
ら
作
業
を
行
う
こ
と
の
す
ご
さ

を
感
じ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

■
頴
娃
地
区
　
ク
ッ
キ
ー
　
さ
ん

　
家
族
で
楽
し
む
お
い
し
い一皿
で
紹
介
さ
れ
た
大
根
餅
を

作
っ
て
み
ま
し
た
。
白
玉
粉
が
無
く
て
溶
け
る
チ
ー
ズ
と
小

麦
粉
を
代
用
し
ま
し
た
。
と
て
も
お
い
し
く
出
来
上
が
り
ま

し
た
。
大
根
は
今
か
ら
た
く
さ
ん
い
た
だ
く
の
で
、
ま
た
作

り
た
い
で
す
。

★
一
風
変
わ
っ
た
大
根
レ
シ
ピ
を
掲
載
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

読
者
の
皆
さ
ん
独
自
の
ア
レ
ン
ジ
を
楽
し
ん
で
味
わ
っ
て
い
た

だ
け
て
な
に
よ
り
で
す
。
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
お
野
菜
を
活
か

し
た
レ
シ
ピ
掲
載
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
楽
し

み
に
！

編
集
発
行
：
い
ぶ
す
き
農
業
協
同
組
合
 ｜
 〒
891-0516 指

宿
市
山
川
成
川
3830　

TEL 0993-35-3411　
http://ja-ibusuki.or.jp

JAいぶすきJAいぶすき

�������
3
月号

2
0
2
6
年
3
月

318
令
和
８
年
3月
号

オ
ク
ラ
ス
タ
ー
を

よ
ろ
し
く
!

HPは
こちら
から!

公式LINE
はこちら
から!

特集
農家に訊く －02

子
ど
も
と
過
ご
す
時
間
も
、作
物
の
成
長
も
、

山
川
で
育
む
宝
物

山川地区 舩迫 宝積さん（42歳）とお子さんたち
ふなさこ たかもり

　今年の２月は、南国いぶすきでも雪が降った
かと思えば、気温が急上昇するなど、作物にも人
にも厳しい月でした。さらに花粉の季節が近づ
くこの時期、何か楽しい話題はないか、と思うこ
の頃です。

「農家に訊く」で取材させてもらった船迫さん＆お子さん達で
す。今回は広報担当とは違う職員が撮影しました。笑顔がステ
キな、楽しい声が聞こえてきそうな一枚です。

表紙の写真

正解を裏面の解答欄に書き込み、住所・氏名・年齢・ペンネーム・電話番号を宛
名面へ記入してください。裏面については切り取り後、二つ折りの上、郵便はが
きとしてご利用いただけます。郵送の場合は解答を記入して85円切手※を貼っ
て応募、または切手を貼らずにJAの各支店へご持参ください。

下記クイズに正答された方から抽選で毎月５名様に
JA の農畜産物やおトクな商品をプレゼント！

※内容は出荷状況によって変更する場合が御座います。

※クイズの応募やおたよりの投稿に際しＪＡいぶすきが取得した個人情報は、プレゼントの抽選・発送、今後の本広報誌の編集
や企画の参考以外の目的には一切使用しません。また、承諾なく第三者に提供しません。
※おたよりコーナーに記入いただいた内容は、氏名またはペンネームを含め、本広報誌に掲載する場合がありますのでご了承く
ださい。
※当選は商品の発送等をもって代えさせていただきます。商品は翌月以降の発送となりますので、あらかじめご了承ください。
※応募対象は、ＪＡいぶすき管内（鹿児島市喜入地区、指宿市、南九州市頴娃町）にお住まいの方または、ＪＡいぶすきの組合員
資格をお持ちの方のみとさせていただきます。

令和８年4月15日（水）申込締切：

A.あっど
★あっど！いぶすきみのり館は創業１０周年を迎えました！これからも皆様のご利用をお待ちしております。
2月号のＪＡいぶすきクイズ　答え

ＪＡいぶすき産　新茶

JAいぶすきから
のプレゼントを貰おう！を貰おう！

鹿児島県の荒茶生産量は日本一！
      南九州市えい地区で生産された
鹿児島県の荒茶生産量は日本一！
      南九州市えい地区で生産された今月は

Ｑ．ＪＡいぶすきの荒茶共販額○○○億円突破！ＪＡでは記念
式典を開き、生産者さんや関係各所に日頃の感謝を伝えたほ
か、特別功労者を称える表彰などを行いました。
〇○○に入る数字は？

ヒント：３ページ目の記事をお読みください！

たくさんのご応募、ありがとうございました！

い
ぶ
す
き
短
歌
会

一
．

二
．

三
．

四
．

五
．

六
．

七
．

八
．

九
．

十
．

十
一
．

柚
木
崎
　
イ
ツ
子

吉
田
　
知
佐
子

吉
永
　
多
美
子

片
野
田
　
道
子

川
口
　
節
子

砂
福
櫓
　
雅

竹
下
　
玲
子

高
野
　
清
孝

西
牟
田
　
多
美
子

萩
原
　
和
代

日
高
　
禎
子

冬
嵐
や
み
て
観
葉
の
出
発
式

初
荷
に
天
も
エ
ー
ル
を
送
る

日
野
原
氏
は
仕
返
し
し
な
い
を
子
ら
に
説
く

世
界
に
あ
ま
た
戦
争
の
あ
り

初
対
面
の
侘
助
に
沸
く
胸
裡
に

ほ
の
か
な
ピ
ン
ク
の
香
り
を
抱
く

四
十
年
の
苦
と
楽
つ
ま
る
わ
が
庭
に

今
年
も
咲
き
し
赤
き
山
茶
花

ラ
イ
ト
消
す
車
道
に
あ
お
ぐ
星
月
夜

し
ば
し
浴
び
つ
つ
拾
う
冬
の
詩

老
女
ら
は
陶
器
の
様
な
顔
を
し
て

ス
ヤ
ス
ヤ
眠
る
施
設
の
奥
で

突
如
と
し
て
朝
の
し
じ
ま
の
庭
破
り

選
挙
間
近
の
連
呼
ひ
び
き
く
る

ア
ル
バ
ム
の
亡
母
の
モ
ン
ペ
も
セ
ピ
ア
色

食
も
貧
し
き
昭
和
の
半
ば

一
月
の
散
歩
路
寒
し
こ
の
空
に

早
も
は
じ
ま
る
ツ
ル
の
北
帰
行

真
夜
中
の
雨
垂
れ
の
音
リ
ズ
ム
変
え

眠
り
の
森
へ
誘
わ
れ
ゆ
く

日
本
晴
れ
の
気
持
ち
だ
ろ
う
か
肘
掛
け
椅
子

は
じ
め
て
の
女
性
総
理
待
つ
と
き

令和八年二月詠草


